


はじめに 

 「森林（もり）へ行こう!!」は、島根県森林・林業総合情報誌「しまね

の森林（もり）」の 一つのコーナーとして掲載したものです。 

趣味の山歩きをベースとした記事をきっかけとして、読者の方に森林

に興味をもってもらいたいとの思いで、コーナーをスタートしました。 

結果、平成１８年から平成２９年の１２年の間に、県内４０の山々を取

り上げています。 

書店等で目にされる登山ガイドブックには、あまり記載のない山の歴

史や文化などをできるだけ盛り込んで、島根県の都市部から中山間地域、

離島にかけての山々を親しんでいただけるように、内容を充実させてい

きました。 

 今回、「第７１回全国植樹祭島根県大会」が、「森林（もり）へ行こう!!」

でも紹介した大田市の三瓶山（北の原）で令和３年５月３０日に開催され

るにあたり、「森林（もり）へ行こう!!」の３６編の記事を一つに編集し

ていただくことになり、つたない記事を編集してきた者としては身に余

る思いで、関係者の皆様に感謝申し上げる次第です。 

 「森林（もり）へ行こう!!」に取り上げた山々は、何れも私自身が歩い

て状況は見てきていますが、編集してから年数の古い記事もありますの

で、登山にあたっては、道迷いなどの無いように最新の登山ガイドブック

などを参考にしていただくようお願いします。 

 令和３年３月吉日 

                    内藤 暢文（現所属：島根県東部農林振興センター） 
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森林へ行こう！Ｖｏｌ．１ 1 玉
た ま

峰
みね

山
さ ん

●奥出雲町／標高：８２０．３ｍ

玉峰山は、安来市と奥出雲町の境に位置し、森林公園としてキャンプ場

や遊歩道も整備されており、ふもとには「亀
かめ

嵩
だけ

温泉・玉峰山荘」もあり、御

家族連れで楽しめる森林
も り

です。 

この山の名の由来は、出雲風土記に「山の峰に玉作りし社が、あったの

で玉峰と云」と記されており、神話によると「イザナミノミコト」により日本で

初めて樹木が植えられた植林発祥の山とされています。また現在は、林

野庁の「水源の森百選」にも認定されています。国道４３２号線の登山口

標識から約１．５㎞ほど車で走ると森林公園の駐車場があります。この登

山口から「雄滝ルート」を

登ると休憩しながら約１時

間ほどで山頂です。途中には「雄滝」や、「小窓岩」と呼ばれる岩のトンネルな

どがあり、山頂からは、遠く三瓶山や大山、近くには大万木山など３６０度のパ

ノラマを楽しむことができます。 

登山ルートはこのほかに「玉峰山荘」からの「遊歩道ルート」もあります。 

また、途中の脇道には「コウモリ岩」、「かざし岩」、「糸滝」、「雌滝」など自然

の造形も豊富です。 

玉峰山荘から望む玉峰山

案内看板
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森林へ行こう！Ｖｏｌ．２ 2 三
さ ん

瓶
べ

山
さ ん

●大田市／標高：１，１２６ｍ（男三瓶） 

三瓶山は、島根県のほぼ中央に位置するトロイデ型の火

山で、その美しい景観などから大山隠岐国立公園の一部に

指定されています。 

火口にあたる室
むろ

の内
うち

の周辺に、男
お

三瓶
さ ん べ

、女
め

三瓶
さ ん べ

、子三瓶、

孫三瓶の４つの峰が連なり、その裾野には西の原、東の原な

どの広大な草原も展開して、伝説の浮
うき

布
ぬのの

池
いけ

や浮島のある

姫逃
ひめのが

池
いけ

などとともに、特色のある景観を見せています。 

また、国民保養温泉地に指定されている三瓶温泉も国立

公園の区域内にあって、周遊道路や遊歩道、キャンプ場など

の施設も整っており、春の新緑、夏の登山・キャンプ、秋の紅

葉狩り、冬のスキーと四季を通じた野外レクリエーションの場

となっています。

北の原にあり、三瓶山や島根の自然を紹介する「島根県立三瓶自然館サヒメル」では、「森のしくみ」などのテーマで自然・環

境講座や各種ツアーが年間を通じて開催されています。

なお、三瓶自然館周辺には、森林を散策するモデルコース「自然林探勝コース」などもありますので、新緑の季節には御家

族連れで森林
も り

を堪能してみてはいかがでしょうか。 

浮布池と男三瓶（左）・子三瓶（右） 

-2-



森林へ行こう！Ｖｏｌ．３ 焼
たく

火
ひ

山
さん

●西ノ島町／標高：４５２ｍ 

隠岐島前の３つの島（西ノ島、中ノ島、知夫里島）は、隠岐島前火

山の外輪山（カルデラ）の一部と言われています。この火山活動は、

約６００万年前に始まり、外輪山（カルデラ）が形成された後、約５５０

～５００万年前にカルデラ内で噴火が起き、この時に放出された火

砕物が堆積して中央火口丘（焼火山）ができたものと言われていま

す。 

焼火山の中腹にある焼火神社は、平安時代に創設され、岩穴の

中からせり出すような社殿が特徴的で、国の重要文化財にも指定さ

れており、古くから日本海の船人に海上安全の神としてあがめられ

ています。 

山頂付近は、「焼火

山神域植物群」として、県の天然記念物に指定されており、岩肌に着生するセッコ

ク、フウランなどの着生ランなどの数々の珍しい植物群を見ることができます。 

また、国の天然記念物に指定され、島根県では隠岐だけに生息するカラスバト

をはじめとして数多くの野鳥が生息しています。 

太古の火山活動と江戸時代の北前船の往来に思いを馳せ、隠岐の森を散策し

てみてはいかがでしょうか。

隠岐汽船のフェリーから望む焼火山 

案内看板
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森林へ行こう！Ｖｏｌ．４ 4 琴
こ と

引
び き

山
や ま

●飯南町／標高：１，０１４ｍ 

琴引山の山頂直下には、出雲神話で有名な「大国主
おおくにぬしの

命
みこと

」

をお祀りする「琴弾山
ことびきやま

神社」があります。 

「出雲風土記」には、「この山の峰に岩窟あり、その中に

大国主命の御琴あり・・・よって琴引山という」と記述されて

おり、「大国主命」が山腹の祠に住み、琴を弾じて、政務を

司られたという神話の山で、かつてはこの山頂付近に４２坊

の寺院があって修験場となっていたとも言われています。 

松江市宍道町から国道５４号線（出雲神話街道）を広島

方面に向かって約１時間ほど車を走らせると、琴引フォレス

トパークスキー場

の看板があります。

このスキー場が登山口となっており、レストハウスの近くに案内看板も設置されていま

す。 

登山口から約１時間、途中に「弦の清水」、「琴弾山神社」を過ぎて山頂へ至ります。

山頂からは三瓶山や日本海、天気が良ければ隠岐の島まで展望でき、「大国主命」

の国造り構想がこの山で練られたという雄大な神話のロマンを感じることができます。

南方向から遠望した琴引山 

案内看板
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森林へ行こう！Ｖｏｌ．５ 5 船
せん

通
つ う

山
ざ ん

●奥出雲町／標高：１，１４３ｍ

船通山は、鳥取県（日南町）との県境に位置し、宍道湖から中海を経て

日本海へ注ぐ一級河川、斐伊川源流の森林を育む山です。 

古くは、「鳥
とり

髪
かみ

の峰」と呼ばれ、有名な神話「八
や

岐
またの

大蛇
お ろ ち

退治」では、

高天原
たかまがはら

からこの地に降臨したスサノオノミコトが、この山に棲
す

む八岐大蛇

を退治して、クシナダヒメを助け、退治した大蛇の尾から取り出した剣をア

マテラスオオミカミに献上したことが伝えられています。この剣が、「三種

の神器」の一つ「 天
あめの

叢
むら

雲
くもの

剣
つるぎ

」で、船通山の頂上にはその出顕地の碑が

建てられています。 

登山路は、いくつかありま

すが日本三大美肌湯温泉

の「ヴィラ船通山・斐乃上荘」から、周回可能な鳥上滝コースと亀石コースが一般

的です。何れも片道１時間３０分程度の行程です。 

山頂からは、３６０度の展望が開け、大山
だいせん

、三瓶山
さんべ さ ん

、吾妻山
あずまやま

などが一望でき、春

にはカタクリの花が美しく咲きます。また、山頂から南の鳥取県側には樹齢１００

０年以上と言われ、国の天然記念物ともなっているイチイ（イチイ科の常緑針葉

樹）の巨木があります。紅葉の季節、神話の山でリフレッシュしてみませんか。 頂上に建つ「天叢雲剣」出顕地の碑

八岐大蛇の出現を連想させる雲間の船通山
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森林へ行こう！Ｖｏｌ．６ 6 大
おお

江
え

高
た か

山
や ま

●大田市／標高：８０８ｍ 

島根県の中央部、大田市大代町の大江高山は、“世界遺産・石見銀

山遺跡”のコアゾーンに位置する仙
せん

ノ山
のやま

（５３７ｍ）、矢滝城山（６３４ｍ）

などとともに、“大江高山火山群”として総称されています。 

この火山群は、２００万年前頃から１００万年前頃にかけて溶岩を噴

出し、最高峰の大江高山（８０８ｍ）をはじめとするいくつかの溶岩円頂

丘（トロイデ型火山）を形成したものと言われています。そして、この火山

活動に伴って大江高山の北に位置する仙ノ山は熱水性鉱床を１４０万

年前頃に胚胎
はいたい

し、この銀鉱床が１６世紀初頭から約４００年間にわたっ

て採掘された石見銀山で、先頃、アジアでは初の産業遺産として世界

遺産に登録されたものです。 

大江高山火山群の主峰、大江高山には、主要地方道大田桜江線から通

じる“穏やかな山田コース”と“急峻な飯谷コース”の２つの登山コースがあ

ります。山田コースから山田側山頂（７７９ｍ）へは約５０分、尾根沿いに約４

０分で飯谷側山頂（８０８ｍ）へ至ります。飯谷側山頂からの眺望はすばらし

く、北方向にこの火山群を形成する山々と間近に迫る日本海、さらに島根

半島の日御碕灯台、北東方向には三瓶山の全容を望むことができま

す。 

大江高山は、石見銀山を形成した火山群の主峰であり、太古の火山活

動に思いを馳せて訪れたい石見の秀峰です。

大江高山からの眺望（北方向）

大代小学校付近から望む大江高山
（前方は山田側山頂、後方が飯谷側山頂）
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森林へ行こう！Ｖｏｌ． ７ 嵩山
だけさん

・和久
わ く

羅山
ら や ま

●松江市／３２６ｍ（嵩山）２６２ｍ（和久羅山） 

県都松江市の代表的な山である嵩山と和久羅山は、市街地のある西

側から見ると和久羅山が頭部、嵩山が胴体の涅槃仏のようにも見えます

が、その女性的なシルエットから、戦前は学生から「メッチェン山」と呼ば

れ親しまれてきました。（メッチェンとはドイツ語で若い女性の意味） 

嵩山は、出雲国風土記に「布自伎美嵩山」とあり、山頂にはスサノオノミ

コトの御子、ツルギヒコノミコトをまつる布自伎美神社が鎮座し、戦の神様

であったことから、かつては武人の崇敬を集めていたということです。この

山頂には、風土記に烽（狼煙をあげる施設）があったことも記されており、

古代からその眺望は活かされてきました。現在は、登山道も整備されてお

り、山腹の駐車場からは歩いて３０分程度です。 

和久羅山は、風土記に「女岳山」とあり、嵩山を男性に見立てて、それに寄り

添う女性に見立てられていたようです。戦国時代には毛利氏と対峙した尼子氏

の家臣の居城となっていたとのことで、登山道は比較的急峻ですが、駐車場か

ら２０分程度で山頂の広場に至ります。 

実はこの嵩山と和久羅山も６００万年前に噴出した溶岩ドーム（溶岩円頂丘）

で、山頂から望む大根島や江島も２０万年前の火山です。市内の松江しんじ湖

温泉や玉湯温泉もこのような火山活動と無縁ではないようです。嵩山と和久羅

山は、松江市周辺からは気軽に訪れることができるとても身近な森林です。

松江城から望む嵩山（左側）と和久羅山（右側）

嵩山の山頂から望む中海と大根島 
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森林へ行こう！Ｖｏｌ． ８8 鯛
た い

ノ
の

巣
す

山
や ま

●奥出雲町／標高：１０２６．４ｍ 

中国山地に位置し、海から遠く離れているにもかかわらず、山名に海の

魚の名を冠しているのは珍しく、仁多郡誌には「西山の中腹に於て駅馬が

荷物の交換をなし鯛の荷沢山集まりし事あり依って鯛集山の称起れりとい

う」と記述されていますが、山名の由来には諸説があって定かではありま

せん。 

出雲国風土記には、「志
し

努
ぬ

坂野
さ か ぬ

。郡家
ぐ う け

の西南三十一里なり。紫
むら

草
さき

少しく

あり。」と記されており、古代の山容は現在とずいぶん違うようです。現在は

ブナの二次林とスギの人工林など森林に覆
おお

われていますが、古代では樹

木が少なく、小笹や、根から染料が取れる紫草に覆われていたため、野
ぬ

と

言ったものと思われます。 

鯛ノ巣山の登山には、奥出雲町三成から国道４３２号線を車で南進して、上阿井の福原農道沿いに整備された駐車場を利

用します。農道沿いに少し離れた案内板から向かって右側の登山ルートで山頂まで

およそ１００分ほどです。途中、三合目の水場を経て、六合目のコウモリ岩と呼ばれる

巨石が迫ってきます。ここはイザナミノミコトが難産で七日七夜籠
こ

もったところ（こもり

岩）との伝承もあります。六合目あたりから少し険しくなりますが、やがてブナの木が

増えて山頂へ至ります。山頂からは阿井盆地を眼下に、遠く宍道湖や島根半島を望

むことができます。この山頂から南に３００ｍ程行くと岩場があり、猿
さる

政山
まさやま

、毛無山、

大万
おおよろ

木山
ぎ さ ん

などの山々を望むこともできます。山名の由来や伝承に思いをめぐらせて、

山や森林を歩くのも、山や森林の楽しみ方の一つです。

阿井盆地から望む鯛の巣山 

農道沿い登山口の案内板
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森林へ行こう！Ｖｏｌ．９ 9 京
きょう

羅
ら

木
ぎ

山
さ ん

●東出雲町／標高：４７３ｍ 

京羅木山は、東出雲町と安来市広瀬町の境に位置し、中海・宍道湖

や鳥取県の大山、眼下に能義平野を望む好眺望の山です。 

出雲国風土記では「高野山
たかぬ や ま

」の記述があり、この京羅木山とする説

と、東出雲町と松江市八雲町の境に位置する星
ほし

上山
かみさん

（４５８ｍ）とする

説があります。また、京羅木の語源には「清木
きよらき

」、「京
きょう

萩
はぎ

」など諸説があ

るようです。 

戦国時代には、尼子
あ ま ご

氏
し

の居城月山
がっさん

富田
と だ

城
じょう

を攻略するため、はじめ

大内・毛利連合軍が本陣を置き、後には毛利軍が尼子氏攻略の足が

かりとしたところで、ふもとには三矢の教えで有名な毛利元就
も う り も と な り

が戦勝を

祈願して建立したと伝えられる出雲金刀比羅宮もあります。 

出雲金刀比羅宮の現在の社殿は、明治１２年に建て替えられたもので、この社殿を右に進むと登山道への表示板がありま

す。山頂まで約１．８ｋｍの登山道には、案内板や樹木の名札などもあり、ハイキ

ングコースとして整備されています。また途中には山伏塚があり、平安時代末期

の山岳信仰の修行の場であったこともうかがえます。 

頂上からは、南東側の眼下に月山と広瀬の街を見下ろすことができ、尼子氏攻

略にこの地が選ばれた理由が推察されます。また、ここには平和観音像も建てら

れ、ベンチも並んでいます。この山をよく訪れる知人から、「自分の先祖が暮らして

きた能義
の ぎ

平野をこの山頂から眼下に望むととても感慨深い」という言葉を伺いまし

たが、皆さんも住んでいる地域をそれぞれの地域の山から眺望してみると意外な

発見があるかもしれません。

月山富田城二ノ丸から望む京羅木山 

山頂から望む月山（中央）
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森林へ行こう！Ｖｏｌ．１０10 丸
ま る

 瀬
せ

 山
や ま

●浜田市・邑南町／標高：１，０２１ｍ

丸瀬山は、島根県と広島県の県境に連なる西中国山地国定公園

東端の阿
あ

佐山
さ さ ん

塊
かい

の一部で、浜田市と邑南町の境に位置する山です。

往時にはこの山塊全体を丸瀬山と呼んでいたとも伝えられています。

丸瀬山山頂の北には、巨石が並ぶトビ岩（９８６．５ｍ）があり、ここを

丸瀬山山頂として記述されることもあります。

阿佐山塊には、この丸瀬山のほか、主峰の阿
あ

佐山
さ や ま

（１，２１８．２ｍ）

や三
み

ツ
つ

石山
いしやま

（１，１６３．４ｍ）、天狗
て ん ぐ

石山
いしやま

（１１９１．８ｍ）など県境に１，

０００ｍ級の峰々が連なっており、登山者には縦走も楽しまれていま

す。そして、阿佐山北峰（１，２１０ｍ）の瑞穂ハイランドスキー場のほ

か、三ツ石山のアサヒテングストンスキー場など島根、広島両県にス

キー場があり、ウインタースポーツの一大拠点となっています。

丸瀬山への登山ルートは、邑南町市木の瑞穂ハイランドスキー場のハイランドサイド駐車場付近からとなります。ゲレンデ

（チェスナットコース：２，６００ｍ）を登っていくと丸瀬山への尾根の取り付きにスキ

ー場施設の建物があり、そこから尾根筋のブナの大木へ向けてクマザサの中を

進むと、ブナ、ミズナラ、クリなどの木々に包まれて行きます。そのまま緩やかな

尾根を進むと山頂です。山頂には木製の標識が掲げられているだけで、樹木に

遮られて見晴らしは良くありませんが、ここから標識に従って５７０ｍで好眺望のト

ビ岩に至ります。（所要時間：約２時間、登山シーズン：４月～１１月）

丸瀬山を含む西中国山地は、ツキノワグマの生息地です。鈴を鳴らして歩くな

どの用心が必要ですが、浜田市と邑南町両方の市木小学校の校歌にも歌われ

ているようにもっと親しんでほしい秀峰です。

トビ岩から望む丸瀬山山頂（手前）と
スキー場のある阿佐山北峰（後方）

原山トンネル付近から望む丸瀬山（中央）と阿佐山塊
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森林へ行こう！Ｖｏｌ．１１11 仏
ぶ っ

 経
きょう

 山
ざ ん

●斐川町／標高：３６６ｍ

出雲国風土記には、入海
いりうみ

（宍道湖）を囲む４つのかんなび山（茶臼山、

朝日山、仏経山、大船山）が登場します。 「かんなび」とは、「神の隠れこ

もる」という意味で、かんなび山（神名火山・神名樋山）は、信仰の対象とし

て崇められた特別の山を示しているものと考えられています。

現在、仏経山のふもとにある曽枳
そ ぎ

能
の

夜
や

神社
じんじゃ

は、この地方（キヒサの里）

の守り神である伎
き

比佐
ひ さ

加美
か み

高日子
た か ひ こ の

命
みこと

をまつる神社で、出雲国風土記によ

れば、かつて山頂にあったようです。

仏経山の北東約２．８ｋｍには、３５８本の銅剣などが出土し日本史を覆

す大発見の舞台となった荒神
こう じ ん

谷
だに

遺跡
い せ き

があり、この荒神谷からわずか３ｋｍ

余りしか離れていないところにも、全国最多の銅鐸
どう た く

が出土した加茂
か も

岩倉
いわくら

遺跡
い せ き

があること、さらには出雲郡の郡家
ぐ う け

（役所）がこの

山のふもと（後
うしろ

谷
だに

遺跡
い せ き

）にあったことなど、古代においてこの地域が特別な場所であったことが推察されます。

仏経山の名は、中世、戦国武将である尼子経久が、仏経に深く帰依し

て、この山に１２坊の寺院を建立し、尼子氏の安泰を祈ったことに始まりま

す。

山頂（アンテナ塔付近）へは、広域農道（出雲ロマン街道）沿いの仏経山

入口の標識に従って駐車場へ至り、ここから歩いて約４５分ほどです。途中

の展望台からはオロチ神話の斐伊川や出雲平野の向こうに出雲北山を望

むことができます。

仏経山は、二千年ハスの花咲く初夏の荒神谷史跡公園とともに、古代の

息吹を感じさせてくれる出雲地方を代表する山です。

仏経山と斐川平野 

荒神谷史跡公園の二千年ハスと仏経山（右上）
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森林へ行こう！Ｖｏｌ．１２1１２2 吾
あ

 妻
づ ま

 山
や ま

●奥出雲町・広島県庄原市／標高：１，２３８．４ｍ

吾妻山と言えば、日本百名山の１つとして知られる吾妻山もしくは

吾妻連峰（山形県・福島県）は全国的に有名ですが、中国山地の吾妻

山も美しい稜線と草原で人々を魅了してやまない名峰で、日本三百名

山に数えられています。

この山の名前の由来は、イザナギノミコトが比婆山に眠る妻のイザナ

ミノミコトを、「ああ、吾が妻よ」と山頂に立って追慕したことに始まると言

われています。

広島県側からは、標高約１，０００ｍの池の原にある休暇村吾妻山ロ

ッジを起点として４０分程度で登ることのできるハイキングコースとなっ

ています。一方、島根県側からは急峻な地形で奥出雲町大馬木の大峠

駐車場が登山口となっており、この駐車場（標高約６００ｍ）から約２．０ｋｍほどは比較的緩やかな舗装道路が続き、ベンチの

ある広場をを過ぎてからは傾斜が急になりジグザグ道を登ると森が開けて、峠の分岐に到達します。この峠にはベンチがあ

り、東側は出雲国風土記に遊
ゆ

託山
た や ま

と呼ばれる烏帽子山
え ぼ し や ま

（１，２２５．１ｍ）から御

陵のある比婆山
ひ ば や ま

（１，２６４ｍ）へ連なる縦走路が続きます。峠から西に進むと

大膳
だいぜん

原
はら

と呼ばれる草原が広がり、その先に吾妻山が美しい稜線を広げていま

す。（所要時間は大峠から大膳原まで約１時間２０分、大膳原から山頂まで約３

０分。登山適期は３月から１１月まで。）

吾妻山の山頂付近は、かつて製鉄のための薪炭用に樹木が伐採された後

に放牧が行われていたことから、今日、草原ないしは低木林となっています。山

頂からは四方に展望が開け、南の原に向けてのスロープや、池の原への美し

い眺めが訪れる人々を癒してくれます。

烏帽子山から望む吾妻山と大膳原 

大膳原から仰ぎ見る吾妻山 
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森林へ行こう！Ｖｏｌ．１３ 茶
ち ゃ

 臼
う す

 山
や ま

●松江市／標高：１７１．５ｍ

松江市山代町の茶臼山は、標高１７１．５ｍの低山ですが、平野に

囲まれて周囲の見晴らしが良く、７３３年に編纂された出雲国風土記

に入海
いりうみ

（宍道湖）を囲む４つのかんなび山の１つ「神名
かん な

樋野
び ぬ

」として登

場する神聖な山です。（ｖｏｌ．１１〔仏経山〕参照）

ふもとには、奈良時代から平安時代にかけて出雲国の政治の中心

であった出雲国庁跡、聖
しょう

武
む

天皇の 詔
みことのり

によって全国に建てられた国

分寺跡、税として納められた米を保存していた倉庫群の山代
やましろ

郷
ごう

正倉
しょうそう

跡、出雲国風土記に記述のある２つの新造院跡（寺院跡）、都と地方

結ぶ古代山陰道跡などの史跡が多数あります。

更に時代をさかのぼって、県内最大規模を誇る全長９４ｍの古墳

であり全国で初めて前方後方墳と呼ばれ、６世紀中頃の出雲国造の

墓とも言われている山代二子塚古墳、金鶏伝説の伝わる方墳の大庭
おおば

鶏
にわとり

塚
つか

古墳などもあり、周辺一帯が古代出雲地方の政

治、文化の中心地であったことが伺えます。

登山ルートは南北２つあり、南ルートの登山口は山代郷正倉跡のある通称大

庭十字路から東へ約３００ｍほど進んだ民家脇の小標識が目印で、北ルートの

登山口は山代二子塚古墳の東側、市立湖東中学校前を南に進んだ民家脇の小

標識が目印です。どちらのルートも登山口から２０分程度で山頂へ至りますの

で、横断しても楽しめます。

山頂は、尼子氏と毛利氏が戦った中世に山城となっていたため平坦で、ふもと

はもとより、島根半島や鳥取県の大山、弓ヶ浜半島などが遠望できます。

現在、眼下には新たな道路網の整備が進んでおり、遠い時代の面影と未来に

向けた息吹が交錯するところとなっています。 

出雲国庁跡から望む茶臼山 

山代二子塚古墳（前）と茶臼山（後） 
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森林へ行こう！Ｖｏｌ．１４ 安
あ

蔵
ぞ う

寺
じ

山
さ ん

●益田市・津和野町・吉賀町／標高：１，２６３．２ｍ

安蔵寺山は、益田市、津和野町、吉賀町の１市２町にまたがり、西中国山

地国定公園の西端に位置しています。広島県境の恐
おそ

羅漢山
ら か ん ざ ん

（１，３４６．４

ｍ）や、山口県境に近い額々山
がくが く さん

（１，２７９．０ｍ）などとともに、島根県内で最

も標高の高い山々が連なる地域にあります。安蔵寺山の山名は、平安時代

末期から南北朝時代の頃に安蔵寺という山岳密教の寺院が山頂近く、現在

の寺
てら

屋敷
や し き

跡にあったためと伝えられています。

登山ルートは、益田市、津和野町、吉賀町のそれぞれにありますが、ここ

では津和野町側の大規模林道安蔵寺トンネル登山口からの最短ルートを紹

介します。登山口からジグザグに登って行くと１０分ほどで稜線に出ます。こ

こから南側に２００ｍばかり進むと「ナラ太郎」と呼ばれている推定樹齢９００

年のミズナラの巨木があります。そして、ミズナラやブナの美しい森林を通り抜けて行くと、やがて北峰、中峰を経て、寺屋敷跡

から山頂に至ります。山頂にはテーブル状の岩があり、その下には安蔵寺観音が祀られて

います。山頂からの展望も見事ですが、南に５分ほど進むと展望台があり、西中国山地のさ

らにすばらしい眺めを楽しむことができます。（所要時間は登山口から山頂まで約１時間３０

分。登山適期は４月から１１月上旬。）

西中国山地は、環境省のレッドデータブックで「絶滅のおそれのある地域個体群」となって

いるツキノワグマの生息地です。登山の際は、クマ鈴を携行するなどの注意も必要です。ま

た、登山のマナーを守ってツキノワグマの生活を脅かすことの無いように心がけたいもので

す。安蔵寺山は、その豊かな自然に人と自然との共存を想起させられる霊峰です。   

登山道から望む安蔵寺山の山頂

ミズナラの巨木 
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森林へ行こう！Ｖｏｌ．１５15 馬
ま

鞍山
く ら や ま

・大平山
おおひ ら や ま

・八重山
はちじゅうざん

●雲南市・松江市／標高：〔馬鞍山〕３７１．７ｍ、

〔大平山〕４１０．３ｍ、〔八重山〕４０７．０ｍ

雲南市と松江市の境に位置する馬鞍山、大平山、八重山は、雲南市側か

ら見ると３つ山が連なって見え、「幡屋
はた や

三山」と呼ばれています。八重山は、

出雲国風土記には「林
き

垣
がきの

峰
みね

」 と呼ばれ、意宇郡（現松江市）から大原郡（現

雲南市）への通り道のある場所として記述されています。

地元では、馬鞍山は丸倉山、八重山は八十山と記述され、ハイキングコ

ースとして案内板も所々に設置されています。

馬鞍山登山口へは、雲南市大東町幡屋の幡屋公民館から宍道湖南部広

域農道へ向かう市道の途中にある「丸倉山入口」と大きく書かれた看板を目

印に向かいます。馬鞍山登山口から八重山山頂近くには林道も続いていま

すので、この林道を帰り道に使うこともできます。馬鞍山山頂へは登山口から

３０分ほどで到達します。この山頂からは北に宍道湖と島根半島、南に中国山地の山々が望めます。馬鞍山から大平山へは、

東に向かって一度鞍部の沢に降りて再び登り、平坦な尾根の道を進みます。大

平山山頂は三角点の標石があるだけで、見晴らしは良くありません。この標石

からさらに東進して林道から登ったところが八重山山頂です。八重山山頂には

地蔵の鎮座する小屋があり、広場もあって北東方向への見晴らしは良く、宍道

湖北岸や鳥取県の大山などが見渡せます。（所要時間は馬鞍山登山口から八

重山まで約１時間４０分）

幡屋三山では、アカマツ林を守るために松くい虫防除の取り組みが続けられ、

被害跡には植林も行われています。地元の人々の熱意によって守られている身

近な山々です。 

雲南市大東町幡屋から望む幡屋三山
左から馬鞍山、大平山、八重山

所々に設置されている案内板
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森林へ行こう！Ｖｏｌ．１６6 朝
あ さ

 日
ひ

 山
さ ん

●松江市／標高：３４１．８ｍ

出雲国風土記に書かれている国引き神話で、古代出雲国の国土を補

うために引き寄せられた土地が現在の島根半島です。朝日山は、その島

根半島の中央部に位置しており、風土記には古代の入海
いりうみ

（宍道湖）を囲

む４つのかんなび山の一つとして登場します。（ｖｏｌ．１１〔仏経山〕・ｖｏｌ．１

３〔茶臼山〕参照）

そして、風土記にはふもとに佐
さ

太
だの

大神
おおかみ

の社があるとも書かれており、現

在は朝日山の東方約２ｋｍの佐蛇川沿いに正殿と南北の両殿が並立し

た大社造りの佐太神社として壮麗な社が今日に引き継がれています。

また、朝日山の頂上稜線の中央部には、奈良時代の僧、行基
ぎょ う き

が７２０

年代半ばに創建したと伝わる真言宗の古刹
こ さ つ

、朝日寺があり、閑静な雰囲気に包まれています。江戸時代には松江藩主の祈願

所として栄え、現在も出雲札所霊場として巡礼の姿が見られ、地元では「あさいさん」と呼ばれて、親しまれています。

登山コースは、表参道である松江市東長江町からの長江コース、中国自然歩道

となっている同市鹿島町古浦
こ う ら

からの古浦コースと、同市荘成町の成相寺からの成

相寺コースなど幾つもありますが、朝日寺までは一般的な長江コースで約１５分、

古浦コースで約４０分です。そこから一等三角点のある東の峰（３４１．８ｍ）まで約

５分、最も高い西の峰（３４４ｍ）まで約１０分です。眺望の良い東の峰からは、眼

下に古浦の街並みを見下ろし、遠く日本海の彼方に隠岐諸島を望むこともでき、

南に宍道湖や周辺の山々を見渡せます。

朝日山は、歴史をたたえ、優しい姿で人々に親しまれ続ける身近な霊峰です。

南東の田園地帯から見る朝日山

新緑が美しい朝日寺
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森林へ行こう！Ｖｏｌ．１７ 青
あ お

 野
の

 山
や ま

●津和野町／標高：９０７．６ｍ

青野山は、山陰の小京都・津和野のシンボルで、古くは妹山
いもやま

と呼ば

れ、多くの歌人や画家の題材となるなど津和野八景の一つに数えられ

る丸くて優しい容姿の山です。

溶岩円頂丘（トロイデ型火山）である青野山は、小青野山（６８４ｍ）、

鍋山（６１４ｍ）、山口県境の野坂山（６４０．２ｍ）などとともに青野火山

群として総称され、１３０～１０万年前の火山活動によって形成されたと

言われています。

青野山の北東には、この火山活動により地倉山（６２２ｍ）の溶岩が

谷をふさいでできた地倉
ち く ら

沼
ぬま

が標高４３０ｍ程の高みに広がり、モリアオ

ガエルの生息地としても知られていす。

青野山の登山口は、北西の青野山林道奥の青野磧
あおのがわら

駐車場からと、

南の笹山集落の県道沿いからの２箇所にありますが、ここでは笹山登山口からの

笹山コースを紹介します。登山口の鳥居をくぐると地元の小学生が作成した「あと１

３００ｍ」と書かれた標識があり、その後は単調な急坂の山道が続きます。標識は

１００ｍ毎に登山者を励まし楽しませてくれます。山頂は広々とした草原で、西に

安蔵
あんぞう

寺山
じ さ ん

（１２６３．２ｍ）、東に十種ヶ峰
と く さ が み ね

（９８８．８ｍ）などの眺望もすばらしく、津和

野城に向かって青野山王権現が鎮座しています。（所要時間：約１時間、登山適

期：通年）

青野山の美しい山容を眺めるには、津和野の街並みを挟んだ霊亀山（３６７ｍ）

上へ１４世紀前半に築かれた津和野城跡が最適です。 青野山は、古くから地域

の人々に崇敬され、親しまれつづける美峰です。

津和野城跡から見る青野山 

青野山と津和野の街並み 
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琴引山から望む大万木山（中央後方）

森林へ行こう！Ｖｏｌ．１８ 大
おお

万
よ ろ

木
ぎ

山
さ ん

●飯南町・広島県庄原市／標高：１２１８．０ｍ 

大万木山は、島根県と広島県との県境に並ぶ中国山地脊梁部
せきりょうぶ

の１２０

０ｍを超える山の一つで、出雲国風土記には、斐伊川の支流三刀屋川の

源流「多加山」と記されています。 

大万木山には、１７０種類以上の樹木や７０種類以上の鳥類、その他

の動植物の生命が営まれていると言われ、山頂付近のブナの天然林は

特に美しく見事です。 

山名の由来は、たくさんの木が茂っているからという説や、昔、「ゆるぎ

山」（揺れ動くの意）と呼ばれていたことからという説など諸説があります

が定かではありません。 

山頂は、太古の地盤隆起による隆起準平原の特徴を残して平坦で広

く、樹木で見通しが悪いため、昔、座頭が７日間も迷って杖を立てたまま亡くなった“大万木山の七日迷い”という逸話も伝えら

れています。 

登路は、「滝見コース」、「権現コース」、「渓谷コース」の３コースがあり、これ

をつなぐ横断路の「横手コース」や南西方向に琴引山、北東方向に毛無山など

をつなぐ縦走路も整備されています。健脚には「権現コース」もありますが、一

般的には門坂谷駐車場からの「滝見コース」か、位出谷駐車場からの「渓谷コ

ース」のどちらかを起点として、山頂へ登り、山頂の広場から少し離れた“山頂

大ブナ”と展望台に立ち寄って、登りとは別のコースを下り、途中から「横手コ

ース」を利用して、元の駐車場に戻るコースがお勧めです。（山頂までの所要

時間は、何れのコースも１時間３０分前後。登山適期は３月下旬から１２月上

旬。） 大万木山は、飯南町の森林セラピー基地となっている“島根県民の

森”のシンボル的な雄峰です。 
山頂大ブナ 
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森林へ行こう！Ｖｏｌ．１９ 弥
み

山
せん

●出雲市／標高：５０６．０ｍ 

出雲北山を代表する弥山は、出雲国風土記には杵築
き づ き

大社（出雲

大社）がふもとに鎮座する出雲御埼山
いずものみさきやま

として登場します。 

この風土記で有名な国引き神話では、出雲御埼山
いずものみさきやま

を含む八
や

穂
は

米支
し ね

豆支
き づ き

の御埼
み さ き

（出雲市大社町日御碕～同市小津町）は、朝鮮半

島の新羅
し ら ぎ

の岬から引き寄せた土地で、この土地をつなぎ止めるた

めに立てた杭が三瓶山
さんべ さ ん

で、引いた綱が薗
その

の長浜になったと伝えられ

ています。 

現在の山名、弥山とは須弥山
しゅみせん

の略称で、古代インドの世界観で

中心にそびえる山のことを言い、神仏習合の名残と考えられます。

近くでは鳥取県の大山
だいせん

や広島県の宮島など信仰の地に同じ山名が

見られます。 

登山道は、出雲大社のある南側からだけでなく、パワースポットとして注目されている韓
から

竈
かま

神社のある北側、山頂を東西に

結ぶ縦走路からなど多数ありますが、ここでは南側の国道４３１号線沿い“みせん

広場”から子安寺
こ や す じ

近くの一般コースを登って正参道コースに下るルートを紹介しま

す。一般コースは、登山口からいきなり急なジグザグ道を登り、途中なだらかにな

って最後の岩場を登り山頂へ約１時間です。そして今回下りの正参道コースは、

山頂（５０６．０ｍ）の出雲御山神社から東側にある三角点（４９５．８ｍ）の横を通っ

て阿須伎
あ す き

神社近くの国道４３１号線沿いに降り、“みせん広場”まで戻って約１時間

です。〔登山適期：３月～１２月〕

山頂と三角点の間にある稜線の岩場からは薗の長浜と遠く三瓶山を望む海と

陸のパノラマが広がり、神話の世界を彷彿とさせてくれます。弥山は、出雲北山

のシンボルで、出雲地域の人々の親しみと畏敬を集める霊峰です。
山頂から望む薗の長浜と三瓶山

出雲大社大鳥居から望む弥山
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森林へ行こう！Ｖｏｌ．２０ 比
ひ

婆
ば

山
や ま

●安来市／標高：２８０．０ｍ 

日本最古の歴史書“古事記”では、天と地が開かれ高天原
たかまがはら

に現れた最

後の神がイザナギノミコトとイザナミノミコトと記されています。この二人の

神によって本州など１４の島々と数多くの神々が生まれましたが、火の神

を生んだときにイザナミノミコトが大やけどで死んでしまい、出雲国と伯伎
はは き

（伯耆）国の国境の比婆之山に葬られたと記されており、多数の伝承地が

ありますが、江戸時代の国学者本居宣
もとおりのり

長
なが

は“古事記伝”の記述でこの比

婆山を有力視しています。 

比婆山山頂には、イザナミノミコトを主祭神とする比婆山久米神社とそ

の御神陵があり、古くより各地の豪族などの崇拝が厚く、戦国時代の

尼子
あ ま ご

経
つね

久
ひさ

も厚く信仰していたと伝えられ、江戸時代には峯山大権現と呼

ばれ信仰を集めました。この山頂の神社近くには、直径が２～３cm の真

竹のような幹に、笹のような大きな葉（幅約６ｃｍ、長さ約２５ｃｍ）を付け、島根県の天然記念物にも指定されているインヨウチ

ク（陰陽竹）という珍しい竹が分布しています。 

登山コースは、横屋集落の久米神社からの横屋コースと、峠之内
たわのう ち

集落からの

峠之内コースの２コースが一般的で、いずれも３０分程度です。〔登山適期：９月

～６月〕 

日本の成り立ちと国造り、国譲りなどの神話が記された“古事記”上巻の主な

舞台である島根県では、古事記編纂１３００年にあたる２０１２年（平成２４年）をひ

かえ、県内各地で観光キャンペーンが展開され、比婆山も“古事記”の神話ゆか

りの地として紹介されています。比婆山は、古代のロマンを秘め、今も地元の

人々に大切に祀られている霊山です。

安来市伯太町横屋から望む比婆山 

山頂にある比婆山久米神社と御神陵
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森林へ行こう！Ｖｏｌ．２１21 大
だ い

 満
ま ん

 寺
じ

 山
さ ん

●隠岐の島町／標高：６０７．７ｍ 

隠岐諸島の島後
ど う ご

は、６００～５００万年前の隠岐諸島における火山活

動で、島前
どうぜん

と同様にカルデラを形成したと言われています。 

島後の最高峰、大満寺山はその島後火山の中心火道で、西側では

横尾山（５７２．８ｍ）、大峯山（４７３．９ｍ）、などの外輪山が見られ、東

側は海底に半円形状に並んだ外輪山地形を見いだすことができ、島の

東側が地殻変動により水没したものと考えられています。 

隠岐諸島は、ユーラシア大陸の一部であった時代から湖や海の底で

あった時代など幾多の変遷を経て、最終氷期の終わった約１万年前に

現在のような離島となりました。そのため、現在でも南方と北方の植生

が混在するなど独自の生態系を有しています。 

大満寺山からアルカリ流紋岩の奇岩“トカゲ岩”に至る“隠岐自然回帰の森”では、高さ８０ｍにもおよぶ柱状節理の絶壁、

鷲ヶ峰
わしがみね

（５５０．０ｍ）の“屏風岩
びょうぶいわ

”や、樹齢２００～４００年以上の“天然杉群落”、樹齢８００年と言われる“岩倉の乳房
ち ち

杉
すぎ

”などが

見られます。 大満寺山山頂へのルートは林道有木線奥からと、林道南谷線の稜

線越えからの２つあり、“岩倉の乳房杉”がある林道南谷線登山口からは約２０分で

山頂です。また、その登山口の反対方向に鷲ヶ峰登山コースが整備されており、約２

０分で鷲ヶ峰分岐、さらに約４０分でトカゲ岩の岩峰へも縦走でき、途中に林道中谷

線奥の駐車場へ下るルートも整備されています。〔登山適期：３月～１１月〕 

地球（ジオ）に関わる様々な自然遺産を有する隠岐諸島は、２００９年１０月に日本

ジオパークに認定され、昨年１１月には世界ジオパークへの加盟申請が行われてお

り、今年秋にその認定の可否が決定されます。 大満寺山は、隠岐ジオパークのシ

ンボリックな秀峰です。

西郷港と大満寺山（中央）の夕景

風化により形作られた奇岩 
“トカゲ岩” 
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森林へ行こう！Ｖｏｌ． ２２22 真山
し ん や ま

・白
し ら

鹿山
が や ま

●松江市／標高：〔真山〕２５６．２ｍ、〔白鹿山〕１５０ｍ 

松江城の北に位置する真山と白鹿山は、松江城を築いた堀尾吉晴・

忠氏による松江開府以前の戦国時代の古戦場です。 

１５世紀末から現安来市広瀬町の月山
がっさん

富田
と だ

城
じょう

を拠点として山陰から

山陽の８ヵ国に勢力を拡大した尼子
あ ま ご

氏は、１５６２年に安芸国（現広島

県）を拠点とした新興の毛利元就
も う り も と な り

に侵攻されました。この時、尼子方の

出城で尼子十旗の第一と謳
うた

われ、当主尼子
あ ま ご

義
よし

久
ひさ

の義伯父、松田
ま つ だ

誠
まさ

保
やす

が

城主であった白鹿山の白鹿城は、月山富田城攻略への戦略上の拠点

であったことから、毛利方に包囲されます。毛利方は、この白鹿城攻撃

のため白鹿山の北にある真山に向城となる真山城を築くなど、月山富田

城との分断を図り、白鹿城は激戦の末、翌年落城します（白鹿城の戦

い）。そして、１５６６年には月山富田城の当主尼子義久も降伏し、戦国大名としての尼子氏は滅亡しました。その後、１５６８年

に尼子氏再興を期する山中
やまなか

鹿
しかの

介
すけ

（幸盛）らに擁立された尼子
あ ま ご

勝
かつ

久
ひさ

は、島根半島に上陸後、真山城を奪取し、月山富田城の奪

還を狙いましたが敗退、真山城は再び毛利氏の手に渡り、夢は潰
つい

えます。 

真山の登山ルートは、林道真山線のソフトビジネスパーク寄り登山口からが一般的

で、尾根づたいの登山道を登っていくと、三ノ床、二ノ床、一ノ床と続く階段状の区画が

あり、山頂の本丸跡まで約４０分です。そこから馬蹄状の尾根を縦走することもでき、

林道真山線沿いの白鹿山西の谷登山口へと至ります。白鹿山へは、この西の谷登山

口から一ノ床の山頂まで約２０分あまりです。〔登山適期：３月～１２月〕 

真山と白鹿山は、いにしえの武将達の夢と攻防の跡ですが、今日では市街地近郊

の身近な山歩きの場となっています。

松江市法吉町から望む真山（左後方）と白鹿山

真山山頂の尼子勝久顕彰碑
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森林へ行こう！Ｖｏｌ． ２３3 女
めん

 亀
が め

 山
や ま

●飯南町、（広島県三次市）／標高：８３０．３ｍ 

女亀山は、島根・広島両県を結ぶ国道５４号線沿いの県境に

位置しています。広島県側からは山体の全景が望めるものの、

島根県側からは山頂をわずかに望むばかりで山体の全景は望

めません。女亀山の山頂には自然環境保全地域に指定された

ブナやコナラなどの天然林が広がり、その周辺はスギやヒノキ

の造林地に囲まれ、資源豊かな山容です。出雲国風土記に

は、神門川（神戸川）支流の源である箭山
やや ま

と記されており、現在

は登山道の中程に神戸川源流の石碑が建てられています。 

  女亀山には、古事記や山城国風土記逸文の神話とよく似た

丹塗箭
に ぬ り や

神話が伝えられています。女亀山に住む玉依姫（巫女

のこと）は、赤い矢に姿を変えて近づいてきた大山咋
おおやまくい

神
しん

にふれ

て加茂
か も

別
べつ

雷
いかづちの

命
みこと

を産み、現在の赤穴八幡宮のあるところに住まれたという神話で、この地域では赤穴八幡宮の創建神話とし

て伝えられ、赤名という地名のもとになったとも言われています。 

登山道は島根・広島の両側にありますが、島根県側の登山口は、国道５４号線を広島方面に向かって赤名トンネルへの急

坂の手前を南西方向に向かい、神戸川に沿って約３ｋｍ程進んだところです。登山口

から、スギ・ヒノキの造林地の中を進むとやがて石碑があり、県境稜線に出るとブナや

コナラなどの広葉樹林の急坂となり、広く平らな山頂に至ります。山頂には、女亀山神

社の小さな祠と一等三角点があり、眺望はほとんど無いものの気持ちの良い木陰に囲

まれ、季節によって、新緑や紅葉、鳥のさえずりなどを楽しむことができます。〔所要時

間：約４０分（登り）、登山適期：４月～１１月〕 

  女亀山は、かつて雨乞い神事が行われ、明治・大正の頃までは女人禁制の山であ

ったと伝えられ、今日でもふもとの人々から敬われている神山です。
神戸川源流の石碑 

飯南町上赤名から望む女亀山 
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森林へ行こう！Ｖｏｌ．２４ 24 矢
や

 滝
た き

 城
じょう

 山
ざ ん

●大田市／標高：６３４．２ｍ 

矢滝城山は、石見銀山遺跡の銀鉱山跡がある仙
せん

ノ山
やま

（５３８ｍ）な

どとともに、大江
お お え

高山
たかやま

（８０８ｍ）を盟主とする大江高山火山群に属し、

１６０～７０万年前の火山活動によってできた溶岩円頂丘です。標高

は今年オープンした東京スカイツリーと同じ６３４ｍです。 

矢滝城山は、その山名のとおり城跡で、周防国（山口県）を拠点と

した戦国大名大内氏が１５２８年頃に築城した城塞です。矢滝城と隣

り合う矢
や

筈
はず

城
じょう

は、銀山街道の峠“降路坂”を挟んで、石見銀山の積み

出し港の一つである沖
おき

泊
どまり

への要衝となっていました。現在、この城跡

は何れも世界遺産のコアゾーンに登録されています。 

ヨズクハデの里として知られる大田市西田地区は、この銀山街道

の宿場町として、かつて栄えた町です。ヨズクハデはこの地区に独特の技法で、神代にウワツワタツミノミコト（上津綿津見命）

とウワツツオノミコト（上筒男命）の二柱の海神によって伝えられたものとこの地区の水上
みずかみ

神社に記
しる

されています。この二柱の

海神は、イザナギノミコトが黄泉
よ み

の国から戻って禊
みそ

ぎを行った際に誕生した

海神で、ある時日本海で暴風雨にあってこの近くに漂着し、周辺の人々に

製塩や稲作の技術とともに、漁網の干し方を取り入れた稲ハデの作り方を

教えられたのが始まりと伝えられています。 

登山口は、国道９号線の大田市温泉津町湯里から県道を同市祖式町方

面に向かって進み、矢滝城山トンネルを越えたところにあります。登山道

は、はじめトンネルの上へ回り込み、そこから尾根を登ります。途中平坦に

なりますが次第に急登となって約４０分で山頂です。山頂には、中継局跡

の廃屋が残されていますが、北側には平坦な広場もあり、眺望は良好で

す。〔登山適期：通年〕 矢滝城山は、太古の誕生から、様々な時代の

人々の営みを見つめてきた群峰の一つです。

ヨズクハデと矢滝城山（中央後方）

男三瓶山から望む大江高山火山群の山並み（後方）
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森林へ行こう！Ｖｏｌ． ２５5 馬
ば

 着
ちゃく

 山
さ ん

●松江市／標高：２１０．０ｍ 

馬着山は、島根半島東端の美保関にあり、三方を海に囲まれた

低山です。出雲国風土記の国引き神話では、三
み

穂
ほ

の埼
さき

（美保関）

は高志
こ し

（北陸地方）の岬を引き寄せた土地で、引き寄せた綱が夜
よ

見
みの

嶋
しま

（弓ヶ浜半島）、つなぎ止めた杭が火
ひの

神
かみ

岳
たけ

（大山）と記されてい

ます。 

馬着山のふもとには、美保神社が鎮座し、御祭神は現在、オオ

クニヌシノミコト（大国主命）の息子、コトシロヌシノミコト（事代主

命）と、后のミホツヒメノミコト（三穂津姫命）となっています。しか

し、出雲国風土記によれば、御祭神はオオクニヌシノミコトと高志

のヌナガワヒメ（沼河比売）との間に生まれた姫神、ミホススミノミコ

ト（御穂須須美命）と記されており、国引き神話との関連を想起さ

せられます。 

古事記の国譲り神話では、オオクニヌシノミコトが高天原
たかまがはら

からの使者を迎えた際に、三穂の埼で釣りをしていたコトシロヌシノ

ミコトに、国譲りを相談し、コトシロヌシノミコトが承諾されたことが記されており、現在もこの神話にちなんだ青
あお

柴垣
ふしがき

神事と諸手
も ろ た

船
ぶね

神事
し ん じ

が美保神社と美保湾を舞台に営まれています。 

馬着山の登山道は、美保湾手前の“関の五本松公園”入口から美保関灯台

のある地蔵崎まで遊歩道として整備されています。公園入口から遊歩道を進む

と初代関の五本松のモニュメントがあり、ここから馬着山の山容と美保湾を望

むことができます。そして平和慰霊塔のある高台の広場を抜け、現在、ミホスス

ミノミコトを祀る御穂社
み ほ し ゃ

を経て、後醍醐天皇ゆかりの仏谷寺へ下る分岐に至りま

す。そこから尾根道を昇り、木立の道ばたにはっきりとしたピークではありませ

んが標識のある場所が山頂です。山頂から更に東へ進むと、やがて緩やかな

尾根道となり地蔵崎にも向かえます。【登山適期：通年】  馬着山は潮風に囲

まれた、神話にゆかりの身近な低山です。

関の五本松公園から望む馬着山と美保関漁港 

初代関の五本松のモニュメント
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森林へ行こう！Ｖｏｌ． ２６26 猿
さ る

 政
ま さ

 山
や ま

●奥出雲町・広島県庄原市／標高：１２６７．７ｍ 

猿政山は、島根県東部の最高峰で、中国山地脊梁の島根・広島

県境に位置しています。出雲国風土記には、御坂山とよばれ、神の

御門があったところと記されており、近くにイザナミの地名がみられ

るように、イザナミノミコトが祀られた場所との言い伝えもあります。 

現在の山名は、“去る真砂
ま さ

”から転じたものと言われ、猿政山を

含む中国山地が花崗岩質であることに起因するものと考えられま

す。猿政山のある奥出雲地域を中心に、かつて盛んだった“たたら

製鉄”では、原料の砂鉄を風化した花崗岩
か こ う が ん

（真砂土）から採取して

いました。山際に水路を設けて、崩した土砂をそこに流し、比重の

違いから砂鉄を分離して採取する方法で、“かんな流し”と呼ばれて

いました。このため、砂鉄の採取によって、大量の真砂土が下流に

排出され、猿政山など奥出雲地域に源を発する斐伊川の河口では宍道湖に約４ｋｍもの堆積地を作るなど、自然環境の改変

にも大きな影響を及ぼしたと言われています。 

  猿政山の登山コースは、この地方で“たたら製鉄”を行ってきた櫻井家の歴史資料館：可部屋集成館がある奥出雲町上阿井

の内尾谷からとなります。可部屋集成館から林道を約２．５ｋｍ程進んだところに内

尾谷集落があり、ここを起点として林道を進み終点に至ると、山頂への取り付きの

目印があります。この目印に従って尾根に向かい、笹薮の尾根を南西に進み、最

後の急坂を登り切ると山頂です。【所要時間（登り）：約３時間、登山適期：４月～１１

月】 

猿政山は、登山道や道標などが十分に整備されていないため、意欲ある登山者

には登りがいがある反面、道迷いや野生動物などへの十分な注意も必要です。 

今日、豊かな森林に包まれた猿政山は、人の営みと自然との共生を、より適切

に考える契機となる峻峰です。         

鯛ノ巣山から望む猿政山 

一等三角点のある猿政山山頂
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森林へ行こう！Ｖｏｌ． ２７27 八
や

雲
く も

山
や ま

●雲南市、松江市／標高：４２４．１ｍ 

八雲山は、雲南市大東町と松江市八雲町の境界に位置し、出雲国

風土記には須
す

我山
がや ま

と記されています。古事記・日本書紀には、高天原
たかまがはら

を追放され、簸の川（斐伊川）の上流でヤマタノオロチ（八岐大蛇）を退

治したスサノオノミコト（素戔嗚尊）が、妻のクシナダヒメ（奇稲田姫）と

住む場所を探して、現在、須我神社のある場所を訪れ、「私の心はす

がすがしくなった」と言い、宮を建てて住んだことから、“須我”という地

名になったと記されています。このため、須我神社は“日本初の宮”と

も呼ばれています。 

また、八雲の地名はスサノオノミコトがこの宮で、美しい雲が幾つも

立ち上るのを見て、「八雲立つ出雲八重垣妻籠
ご

みに八重垣作るその

八重垣を」という日本最初の和歌を詠んだことに由来しています。 

八雲山の中腹には、夫婦岩と呼ばれる巨石があり、須我神社奥宮として崇拝されています。こうした巨石崇拝は“磐座
いわくら

信

仰”と呼ばれ、島根県東部を中心とした古代出雲の勢力圏に広がっているとも言われています。 

八雲山への主な登山コースは、雲南市側の引坂コースと夫婦岩コースの二つで

す。引坂コースは、県道沿いの薦沢
こもざわ

集会所から引坂集落をへて進んだ林道終点に

ある登山口からです。夫婦岩コースは、須我神社から八所集落をへて約２ｋｍほど

進んだ林道沿いの登山口からです。このコースには登って間もなく“神泉坂根水”と

記された湧き水があり、階段を登るとしめ縄のかかった夫婦岩があります。さらに１

５分ほどで眺望の良い山頂です。【所要時間（登り）：引坂コース約２０分・夫婦岩コ

ース約３０分、登山適期：４月～１１月】 

八雲山は、スサノオノミコトなどの古代出雲神話に彩られた秀峰です。 

雲南市大東町山王寺から望む八雲山

夫婦岩と呼ばれる須賀神社奥宮 
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森林へ行こう！Ｖｏｌ． ２８28 冠
かん

山
ざ ん

（石見
い わ み

冠山
か ん ざ ん

）
●邑南町／標高：８５９.３ｍ 

冠
かんむり

を被ったような形から冠山と呼ばれ山が、中国山地には数

多くみられます。このため、邑南町井原と高見の境にある冠山は一

般に“石見冠山”と区別して呼ばれています。 

中国地方の大地形は、大万
おおよろ

木山
ぎ さ ん

〔ｖｏｌ．１８参照〕などでも紹介し

たとおり、脊梁部の標高１２００ｍ前後の隆起準平原を「高位面」と

し、大別して３つの準平原からなる階段状地形となっています。石

見冠山のある石見高原は、山陽地方の吉備高原とほぼ同じ標高５

００ｍ前後の「中位面」に分類され、中国山地の脊梁部を挟んで

“吉備高原面”と総称されています。そして、石見冠山はその石見

高原の山々の中に屹立し、周囲を見渡す堂々とした山容となって

います。 

石見冠山のある邑南町は、奥出雲町などと同様に、“たたら製鉄”が盛んに行われたところで、“野だたら”と呼ばれる簡易な

“たたら”の遺構が多く見られます。石見冠山山麓の円
えん

の板
いた

にある“三滝の観音”は、戦国時代に関東の北条氏に追われて、こ

の地に移り住み“たたら製鉄”で栄えた野田氏によって建立されたものと伝えられています。 

石見冠山の登山コースは、東西２つのコースが一般的です。西側の野原
のんばら

谷
だに

コースは、国

道２６１号線沿いの深篠川キャンプ場上流の町道沿い登山口からで、メタセコイアの大木

を経て谷間の急坂を登り、“たいのすけ鈩跡地”の標識がある峠から支尾根を経て、主稜

線上の山頂に至るコースです。また、東側の円の板コースは、“三滝の観音”へ至る林道

円の板線沿いの登山口から、主稜線で野原谷コースと合流して山頂へ至るコースです。

【所要時間（野原谷コース登り）：約９０分、登山適期：３月～１２月】 

石見冠山は、東西２つのコースで同時に登山行事が行われるなど地域をつなぎ、親しま

れている秀峰です。

矢上（於保知）盆地と石見冠山

石見冠山山頂
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森林へ行こう！Ｖｏｌ．２９ 29 旅
た

伏
ぶ し

山
さ ん

●出雲市／標高：４１７ｍ（三角点：４５６．５ｍ） 

旅伏山は、 出雲国風土記の国引き神話と深い関わりを持っていま

す。山名は、国引き神話の主人公、八束
やつか

水
みづ

臣
おみ

津野
つ ぬ

命
のみこと

が朝鮮半島か

ら旅をしてきた際に、この山で休息されたことに由来していると言われ

ています。 

旅伏山のある出雲北山地域は、弥山〔ｖｏｌ．１９参照〕でも紹介したと

おり国引き神話において、「八
や

穂
ほし

米支
ね き

豆支
づ き

の御埼
み さ き

」と呼ばれ、朝鮮半

島の新羅の岬を引き寄せた土地と記されており、ふもとの国富町
くんどみちょう

に

は、国を繋ぎ留めた「要石
かなめいし

」も伝えられています。また、出雲国風土記

によれば旅伏山には、「多夫志烽
たぶしのとぶひ

」と呼ばれる「烽」もあったと記されて

います。「烽」は、緊急時に狼煙や炎を上げて緊急を知らせるための

施設で、松江市の嵩山など他の「烽」とともに、国庁や兵士の駐屯地

などとの情報伝達を行ったものと考えられています。現在、「烽」のあった場所は、山頂広場となっており、そこからは出雲平野

とその平野を横切る斐伊川を一望にすることができます。 

旅伏山の登山コースは、ふもとからの出発地点別に数えると１０コース以上

ありますが、金山地区からの中国自然歩道コースが一般的です。旅伏山登山

口の看板が整備された駐車場からニホンジカによる被害防護柵の扉を通過し

て、緩やかな登山道を登ると、９合目に都武自神社の石段があり、そこを過ぎ

るとすぐに山頂広場です。【所要時間：約６０分、登山適期：通年】 

山頂近くの都武自神社のご祭神「速
はや

都
つ

武
む

自和気
じ わ け の

命
みこと

」は、風の神様で、八束

水臣津野命の旅を手助けした旅行安全の守護神と言われ、山名とも重ねて、

通称「旅伏さん」と呼び親しまれています。傘型の特徴的な形の旅伏山は、神

話に彩られ、古代から今日まで多くの人々に敬われてきた身近な山です。    

山頂広場

斐伊川から望む旅伏山
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森林へ行こう！Ｖｏｌ．３０ 30 馬
ま

 路
じ

 高
た か

 山
や ま

●大田市／標高：４９９．４ｍ（弥山：三角点） 

馬路高山は、世界遺産登録された石見銀山遺跡のある仙ノ山などととも

に、大江高山火山群に属す溶岩円頂丘です。二つの山頂を持つ双耳峰

で、三角点のある南東側の山頂が弥山と呼ばれる最高点です。 

馬路高山の北には、日本海に面して、鳴り砂の浜で有名な琴ヶ浜
ことがはま

があり

ます。鳴り砂は石英質の砂で、大きさや表面の形が一定の性質を持ってい

ることが特徴です。馬路高山の北側に位置する天河内地区の丘陵地や日

本海に注ぐ潮川支流の天河内川などの砂が琴ヶ浜の砂と同じ成分である

と言われており、潮川から日本海に注がれた石英質の砂が、沿岸流によっ

て今日の琴ヶ浜など周辺のいくつかの鳴り砂の浜を形成したものと考えら

れています。そして、天河内川上流部に位置する馬路高山の地質が、デイサイトと呼ばれる石英質の火山岩であることと関係

しているとも言われています。 

馬路高山の登山口は、琴ヶ浜沿いの国道９号線から山陰自動車道の高架をくぐる市道を進み、ＮＴＴの管理道入口を過ぎ、

坂道を下った道路脇にあります。登山口の目印は近くの貯水タンクと五輪塔です。

最高点の弥山には、山腹の荒れたジグザグ道を経て、岩の多い尾根道を進みま

す。三角点のある山頂は、樹木に囲まれて眺望がありません。弥山からもう一方の

ピークへは、鉄塔を目指して鞍部へ下り、登り返します。このピークは、鉄塔のフェ

ンスに囲まれていますが、日本海方向にわずかな眺望が得られます。なお、馬路

高山の登山道には、案内板や目印のテープなどが少ないので、道迷いに注意が

必要です。【所要時間（登り）：７０分、登山適期：通年】馬路高山は、石見海岸に屹

立し、鳴り砂の起源とも言れる神秘の秀峰です。

琴ヶ浜（手前）と馬路高山（左奥） 

矢滝城山から望む馬路高山（中央） 
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森林へ行こう！Ｖｏｌ． ３１31 天
て ん

 狗
ぐ

 山
や ま

●松江市・安来市／標高：６１０．４ｍ

天狗山は、出雲国風土記に熊野山と記され、かつては熊
くま

成
なり

峰
のみね

、あ

るいは天宮山
てんぐうさん

とも呼ばれてきた山です。ふもとに鎮座する出雲一ノ

宮・熊野大社の元宮があったところと伝えらており、毎年５月には、熊

野大社の神職が登拝して元宮
もとみや

祭
さい

が行われています。 

現在の熊野大社の南側には、明治期まであった熊野大社の上
かみ

の

宮跡があり、その後背地の御笠山には、天狗山を望む遙拝所が残さ

れており、天狗山の山頂付近を仰ぎ見ることができます。 

天狗山の登山道は、現在、松江市八雲町側のみです。熊野大社か

ら県道を南に５００ｍほど進み、標示に従って進んで行き、舗装が切

れた先にある駐車場からとなります。 

駐車場から林道を約１．２ｋｍほど歩いていくと、やがて登山口の標柱や案内板の立つ広場に出ます。ここから本格的な登

山道となり、中海に注ぐ意宇川の水源を過ぎ、更に登っていくと「不思議な構築物」と記された石組み跡へ出ます。頂上に続く

尾根の手前には、「元宮平
げんぐがなり

」と呼ばれる元宮の斎場跡（祭場跡）があります。この斎場跡の上方斜面にあるしめ縄のかけられ

た巨石が「磐座
いわくら

」と呼ばれる元宮です。「磐座」は、八雲山〔vol.27 参照〕でも紹介した

とおり、古代の信仰対象で、今日のような社殿造りの神社が人里近くに建てられるよ

うになる前の崇拝場所と言われています。 

斎場跡を過ぎると尾根道に出て、一踏ん張りで山頂です。山頂は、近年樹木が大きく

なり北方向の眺望しか得られませんが、意宇川の流れる古代出雲の中心地・意宇平

野とその先の中海、遠く島根半島が望まれます。【所要時間（登り）：７０分、登山適

期：４月～１１月】 天狗山は、熊野大社主祭神・スサノオノミコト伝承の霊山です。

熊野大社上ノ宮跡遙拝所から望む天狗山 

熊野大社元宮の磐座
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森林へ行こう！Ｖｏｌ． ３２32 指
ゆび

谷山
た に や ま

・指
ゆ び

谷
た に

奥
お く

                                                    ●飯南町、（広島県庄原市）

／標高：〔指谷山〕９６７．２ｍ、〔指谷奥〕１０４７．９ｍ 

指谷山と指谷奥は、島根県と広島県の県境稜線上に位置しています。

島根県側は県有林で、大万
おおよろ

木山
ぎ さ ん

（１２１８ｍ）を含む周辺の県有林ととも

に、平成５年から「島根県県民の森」として、自然や森林とのふれあいの

場となっています。 

指谷山のふもとの県民の森の一部は、森の癒やし効果を活かし、健

康増進やリハビリテーションに役立てる場として、平成１９年に「森林セラ

ピー基地」に認定されました。現在は、「飯南町ふるさとの森」となってお

り、森のホテル「もりのす」や、オートキャンプ場、山野草園、セラピーロー

ド（遊歩道）などがあります。 

指谷山への登山口は、「も

りのす」手前の林道分岐からです。初めはスギやヒノキに囲まれた林道を進みま

す。やがて登山道にかわり、尾根筋に達する頃からブナの大木が見られるように

なります。尾根の分岐点からさらに登山道を登ると木地屋谷展望台です。ここから

県境稜線の縦走路となり、指谷山山頂に至ります。指谷山から指谷奥までの縦走

路は急坂のアップダウンですが、森の回廊となっており、所々の木々の切れ目か

ら近くの大万木山や草ノ城山（９７６．３ｍ）などが望めます。県民の森の縦走路

は、途中にエスケープルートもあるので、体力に合わたコース設定が可能です。【所

要時間：指谷山まで約７０分、指谷山から指谷奥まで約５０分、登山適期：４月～１１月】 

なお、指谷山や指谷奥など中国山地の山々はツキノワグマの生息地です。クマ鈴を携行するなど、ツキノワグマと出会わな

いための注意が必要です。指谷山と指谷奥は、森林に包まれた自然豊かな癒やしの山なみです。

草ノ城山から望む指谷山

森のホテル「もりのす」 
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森林へ行こう！Ｖｏｌ．３３33 大
おお

 船
ふ な

 山
や ま

●出雲市／標高：327.2ｍ 

出雲国風土記には、現在の宍道湖（当時の入海
いりうみ

）を囲む四つの

かんなび山が紹介されています。大船山は、この風土記に登場す

る楯縫
たてぬい

郡
ぐん

（現出雲市）の神名
かん な

樋山
びや ま

で、同じ出雲市の仏経山（ｖｏｌ．１

１）、松江市の茶臼山（ｖｏｌ．１３）、朝日山（ｖｏｌ．１６）を合わせた四つ

の山が「かんなび山」（神名樋山、神名火山）と呼ばれています。 

「かんなび」とは、「神の隠れこもれる」という意味で、当時の人々

の信仰の対象として崇められた場所を指すものと考えられていま

す。 

風土記の大船山の記述には、「みねの西に石神あり。高さ一丈

（約３ｍ）、周り一丈。こみちのほとりに小石神百余ばかりあり。・・・

いわゆる石神は、すなわちこれ多伎
た き

都比
つ ひ

古
この

命
みこと

の御魂なり。ひでりに

あいて雨を乞う時は、必ず降らしめたまう。」と記されており、現在、実際に「烏

帽子岩」と呼ばれる巨石が山頂近くにあり、祭祀用の土器も出土していること

から、古代の信仰がしのばれています。 また、ふもとには多久神社（風土記

の多久社）があり、その主祭神は「多伎都比古命」で、今日に大船山との深い

関わりを伝えています。 

  大船山は、尾根が南北に伸びており、南側から見るとお椀を伏せたような形

をしています。登山口は、宍道湖北部広域農道沿いの「神名樋山 大船山」の

標識から大船山南東側の脇道を少し進んだところで、「大船山登山口」の標識

があります。山頂に向かう登山道は初め竹林で、途中にわずかな眺望がある

ものの急坂が続きます。尾根に出ると平坦になり、眺望の無い標識と三角点だけの山頂に至ります。更に山頂の北側を廻って

西に進むと約１５分ほどで、風土記の石神と推定されている烏帽子岩に至ります。【所要時間：山頂まで約５０分、山頂から烏

帽子岩まで約１５分、登山適期：通年】大船山は、古代の信仰が風土記にも伝えられる歴史ある霊山です。 

出雲市多久町から望む大船山

石神と推定されている烏帽子岩
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森林へ行こう！Ｖｏｌ．３４34 星
ほ し

 上
かみ

 山
や ま

●松江市／標高：４５８．０ｍ 

  星上山の山名は、「星を信仰した神聖な場所」という意味で、山

頂近くには星の伝説を伝える星上寺
せいじょうじ

や、星の神様を奉る那富乃
な ふ の

夜
や

神社があります。 

出雲国風土記には、このあたりに高野山
たかぬやま

と呼ばれる山がある

と記されていますが、この星上山なのか、近くの京羅木山（ｖｏｌ．

９）なのか、定かではありません。しかし、星上山が当時も出雲国

庁などの出雲国の中心地周辺から身近に望まれる山であったこ

とは確かです。 

星上山には、今日、山頂近くにバンガローやテントサイトが整

備された星上山スターパークがあり、そこまで車で行くことができ

ます。このため、山頂へは簡単に行くことができます。 

一方、一般的な登山道の八雲別所コースは、星上寺や那富乃夜神社への参道で、

途中には祠
ほこら

や一丁地蔵などの石仏があり、星上山が古くから信仰の場所となっていた

ことを伝えています。 

登山口は、安部栄四郎記念館近くで、駐車場や歩道橋が整備されています。歩道橋

を逆方向に戻ると松江市指定文化財となっている江戸時代の仁王門があります。 

登山道は、はじめ竹林に囲まれ、登っていくとやがて広葉樹の森になり、途中に西日

本の低山には珍しいブナの巨木も見られます。そして、星上寺と那富乃夜神社を過ぎる

と、その先のこんもりとした森の中に山頂があります。この山頂からの眺望は良くありませんが、山頂北側の展望台からは中

海や島根半島などを見渡すことができます。【所要時間：山頂まで約５０分、登山適期：通年】 星上山は、往時の信仰から、今

日の身近なアウトドアまで、時空を超えて人々に親しまれ続ける霊山です。 

出雲国分寺跡付近から望む星上山

登山口近くの仁王門
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森林へ行こう！Ｖｏｌ．3３５5 鼻
はな

高
た か

山
せ ん

●出雲市／標高：５３６．３ｍ 

出雲北山地域は、弥山〔ｖｏｌ．１９〕や旅伏山〔ｖｏｌ．２９〕に紹介したとおり

国引き神話において、「八
や

穂
ほし

米支
ね き

豆支
つ き

の御埼
み さ き

」と呼ばれ、朝鮮半島の新羅

の岬を引き寄せた土地と記されています。 

鼻高山は、山岳ルーツ大辞典によれば、「鼻が先端のことで、尾根の先

端に特徴があることによる山名」とあり、まさに出雲北山の中央に位置す

る最高峰であることを示す山名です。また、鼻高山は島根半島の最高峰

で、出雲平野のみならず半島を見渡す好眺望の頂きです。 

出雲北山には、出雲大社裏の弥山から鼻高山を経て、東端の旅伏山に

至る縦走路が、登山者に親しまれており、山々をつなぐそれぞれの谷に

は、かつて南北の生活をつないだ峠があって、今日、登山道として利用で

きる山道がたくさん張り巡らされています。鼻高山には、一畑電車高浜駅

北側の客垣谷から蔦
つた

岩、矢尾
や び

峠を経て縦走路に至り山頂に向かうコースが一般的ですが、神
ごう

門
ど

谷から山腹の来坂
くるさか

神社を経

由して山頂直下に至り山頂に向かうコースや、西林木の伊
い

努
ぬ

谷から伊努谷峠を経て

縦走路に至り山頂に向かうコース、北側の鰐淵
がくえん

寺から矢尾峠や伊努谷峠を経由す

るコース等もあります。更に、南側山腹の標高約５０メートルあたりには、美保関と出

雲大社を結ぶ古道の一部が復元され天平古道といわれる山道も横切っています。 

出雲北山の南側に並走する一畑電車や国道４３１号線なども利用し、登山口と下

山口を自由に選択して、多彩な組み合わせを楽しむことができます。

【所要時間：約１００分（客垣谷コース）、登山適期：通年】 鼻高山は、出雲北山の

盟主として登山者に人気の秀峰です。                       

東側の縦走路から望む鼻高山 

縦走路と交わる矢尾峠 
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森林へ行こう！Ｖｏｌ．3３６6 大
た い

 麻
ま

 山
さ ん

●浜田市／標高：５９９ｍ 

大麻山は、明治期の廃仏
はいぶつ

毀釈
きしゃく

まで、修験
しゅげん

道の霊山として知られていまし

た。平安前期までは「双子山」と呼ばれていましたが、仁和４年（８８８年）

に、阿波国の大麻彦
だいあさひこ

命
のみこと

のご神託により、山頂に大麻山
おおあさやま

神社が創建され、

山名も大麻山に改められました。その後、神宮寺である尊
そん

勝寺
しょう じ

が創建され

て、神仏習合の社となったとのことです。 

大麻山には、この大麻彦命にまつわる伝説があります。命
みこと

がその昔、阿

波国から馬で海を渡り、舟で大麻山に登るため、馬から降りたところが折居
お り い

と呼ばれ、その際に投げた馬の鞍
くら

が近くの鞍島になったと伝えられていま

す。また、大麻山に命
みこと

が率いてきた忌部族とふもとの小野族との石合戦な

どの伝説も伝えられています。 

大麻山は、幕末の第二次長州征伐の「大麻山の戦い」（１８６６年）の古戦場としても知

られています。大麻山に陣を置いた幕府方の浜田藩は、大村益次郎の指揮する長州藩

の攻撃で陥落、敗れた浜田藩松平家はその後浜田城を自焼退城することになりました。  

大麻山の中腹には、日本棚田百選に選ばれた「室谷
むろだに

の棚田」もあります。ここは、江戸

時代以前に砂鉄を採取した「かんな流し」の跡を、水田としたのが始まりと言われており、

約千枚の水田が美しい景観を形作っています。 

大麻山には、現在、山頂までの車道もありますが、県道一
いち

の瀬
せ

折居線沿いの「史跡大

麻山道中石」の石碑のあるところが登山口です。中国自然歩道になっている登山道は、車

道と交わりながら大麻山神社に至ります。神社の後のスギ木立を登ると大麻山頂上です。広い山頂には、テレビ局のアンテナ

が建ち並んでいますが、展望台からは間近に迫る日本海や中国山地の山々など眺望は圧巻です。【所要時間：登り約７０分、

登山適期：通年】 大麻山は、島根県西部の歴史的な要衝にそびえる霊山です。

浜田市三隅町から望む大麻山 

山頂から望む海岸線
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